
(57)【要約】

【課題】機体に標準的に設置されるカウンタウエイトに

対して増設するカウンタウエイトを、機体の後方に突出

しないようにし、かつオペレータの視界を邪魔しないよ

うに設置することができる、建設機械のカウンタウエイ

トを提供する。

【解決手段】主カウンタウエイトと、主カウンタウエイ

トに着脱自在に取付ける副カウンタウエイトとを備え、

主カウンタウエイトに、上端部を規定する平面部と、平

面部から機体の後端を規定する下端部に向けて延びる傾

斜面部とを備え、副カウンタウエイトを、この平面部及

び傾斜面部に被せて取付け、かつ取付け状態において主

カウンタウエイトの後端よりも内方に位置付ける。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
機 体 の 後 端 部 に 設 置 さ れ た 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト と 、 こ の 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト に 着 脱 自 在 に
取 付 け ら れ る 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト と を 備 え 、
該 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 そ の 上 端 部 を 規 定 す る 平 面 部 と 、 こ の 平 面 部 か ら 該 機 体 の 後 端
を 規 定 す る 下 端 部 に 向 け て 延 び る 傾 斜 面 部 と を 備 え 、
該 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 こ の 平 面 部 及 び 傾 斜 面 部 に 被 せ ら れ て 取 付 け ら れ 、 か つ 取 付 状
態 に お い て 該 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 後 端 よ り も 内 方 に 位 置 付 け ら れ て い る 、 こ と を 特 徴 と
す る 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
該 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 該 平 面 部 に 複 数 個 の 凸 部 を 備 え 、 該 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 こ
の 凸 部 に そ れ ぞ れ 嵌 合 す る 複 数 個 の 凹 部 を 備 え て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 建 設 機 械 の カ ウ ン
タ ウ エ イ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
該 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 該 平 面 部 及 び 傾 斜 面 部 に 沿 っ た 基 部 と 、 こ の 基 部 に 上 方 に 向 け
立 設 さ れ た １ 個 以 上 の 支 柱 と 、 こ の 支 柱 に よ っ て 上 方 に 支 持 さ れ た 上 方 部 と を 備 え て い る
、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
該 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 該 機 体 の 左 右 幅 方 向 に 延 び て 設 置 さ れ 、 該 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト
が 、 該 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 左 右 幅 と 略 同 じ 幅 に 備 え ら れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の
い ず れ か に 記 載 の 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト 、 さ ら に 詳 し く は 、 建 設 機 械 に 標 準 的 に 設 置 さ れ
る 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト と 、 こ れ に 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ る 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
建 設 機 械 、 例 え ば 油 圧 シ ョ ベ ル 、 油 圧 ク レ ー ン な ど に お い て 、 機 体 の 後 部 に 標 準 的 に 設 置
さ れ て い る 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト に 重 量 追 加 の た め に カ ウ ン タ ウ エ イ ト を 増 設 す る 場 合 、 増
設 す る 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 機 体 の 後 方 に 突 出 し な い よ う に す る た め に 、 例 え ば 機 体 の 外
縁 を 規 定 す る 旋 回 半 径 を 増 加 さ せ 旋 回 時 に 周 囲 の 障 害 物 な ど と 干 渉 し な い よ う に す る た め
に 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト は 通 常 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 上 に 載 せ ら れ て 取 付 け ら れ て い る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ２ ７ ６ ６ ３ １ 号 公 報 （ 第 １ 図 ～ 第 ４ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た と お り の 形 態 の 従 来 の 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト に は 、 次 の と
お り の 解 決 す べ き 問 題 が あ る 。 す な わ ち 、
【 ０ ０ ０ ５ 】
（ １ ） 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 上 面 が 狭 い の で 、 こ の 上 に 設 置 す る こ と が で き る 副 カ ウ ン タ
ウ エ イ ト の 大 き さ が 制 限 さ れ 、 増 量 で き る 重 量 が 限 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ ２ ） 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト を 機 体 の 後 方 に 突 出 さ せ な い で 重 量 を 大 き く 確 保 す る に は 、 そ
の 高 さ を 高 く す る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト を 高 く す る と 建 設 作 業
に と っ て 重 要 な オ ペ レ ー タ の 後 方 視 界 が 妨 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 事 実 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 技 術 的 課 題 は 、 機 体 に 標 準 的 に 設 置 さ れ
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る カ ウ ン タ ウ エ イ ト に 対 し て 増 設 す る カ ウ ン タ ウ エ イ ト を 、 機 体 の 後 方 に 突 出 し な い よ う
に し 、 か つ オ ペ レ ー タ の 視 界 を 邪 魔 し な い よ う に 設 置 で き る 、 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ
ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 機 体 の 後 端 部 に 設 置 さ れ た 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト と 、 こ の 主
カ ウ ン タ ウ エ イ ト に 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ る 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト と を 備 え 、
該 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 そ の 上 端 部 を 規 定 す る 平 面 部 と 、 こ の 平 面 部 か ら 該 機 体 の 後 端
を 規 定 す る 下 端 部 に 向 け て 延 び る 傾 斜 面 部 と を 備 え 、
該 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 こ の 平 面 部 及 び 傾 斜 面 部 に 被 せ ら れ て 取 付 け ら れ 、 か つ 取 付 状
態 に お い て 該 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 後 端 よ り も 内 方 に 位 置 付 け ら れ て い る 、 こ と を 特 徴 と
す る 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト を 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 上 端 平 面 部 と 傾 斜 面 部 に 被 せ 、 か
つ 後 端 よ り も 後 方 に 出 な い よ う に 設 置 す る こ と に よ り 、 上 方 へ の 突 出 を 少 な く し オ ペ レ ー
タ の 視 界 を 邪 魔 し な い よ う に し 、 ま た 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 後 端 よ り も 突 出 さ せ な い で 、
重 量 を 確 保 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト に お い て 、 該
主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 該 平 面 部 に 複 数 個 の 凸 部 を 備 え 、 該 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 こ の
凸 部 に そ れ ぞ れ 嵌 合 す る 複 数 個 の 凹 部 を 備 え て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ し て 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 凸 部 と 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 凹 部 の 嵌 脱 に よ り 、 重 量 物 で
あ る 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト へ の 着 脱 を 容 易 に 行 え る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト に お い
て 、 該 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 該 平 面 部 及 び 傾 斜 面 部 に 沿 っ た 基 部 と 、 こ の 基 部 に 上 方 に
向 け 立 設 さ れ た １ 個 以 上 の 支 柱 と 、 こ の 支 柱 に よ っ て 上 方 に 支 持 さ れ た 上 方 部 と を 備 え て
い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 上 方 に 支 柱 に よ っ て 支 持 し た 上 方 部 を 設 け る こ と に よ り 、
上 方 部 に よ っ て 重 量 を さ ら に 増 加 さ せ 、 ま た 支 柱 の 間 の 空 間 を 通 し て オ ペ レ ー タ か ら の 後
方 視 界 を 確 保 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 建 設 機 械 の カ ウ ン
タ ウ エ イ ト に お い て 、 該 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 該 機 体 の 左 右 幅 方 向 に 延 び て 設 置 さ れ 、
該 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト が 、 該 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 左 右 幅 と 略 同 じ 幅 に 備 え ら れ て い る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 機 体 左 右 方 向 の 幅 を 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 幅 と 略 同 じ に す
る こ と に よ り 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 重 量 を よ り 大 き く 確 保 で き る よ う に す る 。 ま た 、 主
カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 上 部 の 略 全 体 に 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト を 被 せ る こ と に よ り 、 機 体 の 外 観
そ し て 見 栄 え も 良 く す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト に つ い て 、 典 型 的 な 建 設 機
械 で あ る 油 圧 シ ョ ベ ル に お け る 好 適 実 施 形 態 を 図 示 し て い る 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 さ ら に
詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
油 圧 シ ョ ベ ル の 側 面 図 で あ る 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 全 体 を 番 号 ２ で 示 す 油 圧 シ ョ ベ ル
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は 、 下 部 走 行 体 ４ と 、 下 部 走 行 体 ４ 上 に 実 質 上 鉛 直 に 延 び る （ 図 １ に お い て 上 下 方 向 に 延
び る ） 軸 線 ５ を 中 心 に 旋 回 自 在 に 取 付 け ら れ た 機 体 で あ る 上 部 旋 回 体 ６ と を 備 え て い る 。
上 部 旋 回 体 ６ に は 、 前 端 部 （ 図 １ の 左 側 端 部 ） に 運 転 室 ８ が 、 運 転 室 ８ の 前 方 に 作 業 機 １
０ が 、 ま た 運 転 室 ８ の 後 方 （ 図 １ に お い て 右 方 ） に エ ン ジ ン 室 １ ２ が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て
い る 。 こ の エ ン ジ ン 室 １ ２ の 後 端 側 に は 、 作 業 機 １ ０ の 重 量 及 び 作 業 機 １ ０ に 加 わ る 負 荷
荷 重 に よ っ て 油 圧 シ ョ ベ ル ２ の バ ラ ン ス が 崩 れ な い よ う に 、 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ４ が 設 置
さ れ て い る 。 こ の カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ４ は 、 標 準 的 に 備 え ら れ た 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６
と 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ に 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ た 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ と を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ は 、 上 部 旋 回 体 ６ の 後 端 に 位 置 し て 軸 線 ５ を 中 心 に し た 上 部 旋 回
体 ６ の 後 端 ま で の 距 離 で あ る 旋 回 半 径 Ｒ を 規 定 し て い る 。 そ し て 、 油 圧 シ ョ ベ ル ２ を 運 転
室 ８ 内 の オ ペ レ ー タ が 旋 回 作 動 さ せ る と 、 上 部 旋 回 体 ６ の 後 部 は 旋 回 半 径 Ｒ を 最 外 縁 に し
て そ の 内 側 を 旋 回 す る 。 し た が っ て 旋 回 半 径 Ｒ は 、 周 囲 の 障 害 物 な ど と の 接 触 、 干 渉 、 衝
突 な ど を 避 け る た め に 、 可 能 な 限 り 小 さ い こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ と と も に 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ 及 び 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト
１ ８ に つ い て 説 明 す る 。 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ は 、 機 体 で あ る 上 部 旋 回 体 ６ の 一 部 を 構
成 し て 設 置 さ れ 、 上 部 旋 回 体 ６ の 左 右 幅 方 向 （ 図 １ 、 図 ３ の 紙 面 に 垂 直 の 方 向 ） と 実 質 上
同 じ 幅 で 、 機 体 フ レ ー ム ６ ａ に 取 付 け ら れ て い る 。 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ は 、 カ ウ ン タ
ウ エ イ ト の 重 量 増 加 の 必 要 に 応 じ て 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ に 着 脱 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ は 、 例 え ば 鋼 板 に よ っ て 形 成 さ れ た 中 空 状 の 容 器 の 中 に 、 鋼 材 、
鉄 屑 、 コ ン ク リ ー ト な ど の 重 量 物 が 充 填 さ れ て 、 あ る い は 鋳 鉄 に よ っ て 一 体 に 形 成 さ れ て
い る 周 知 の も の で よ い 。 本 発 明 に 係 る 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ は 、 そ の 外 郭 形 状 に 特 徴 を
有 し 、 側 方 （ 図 ３ の 紙 面 に 垂 直 の 方 向 ） か ら 見 て 、 上 端 部 を 規 定 す る 平 面 部 １ ６ ａ と 、 平
面 部 １ ６ ａ か ら 機 体 の 後 端 を 規 定 す る 下 端 部 に 向 け て 延 び る 緩 や か な 曲 面 で 形 成 さ れ た 傾
斜 面 部 １ ６ ｂ と を 備 え て い る 。 こ の 傾 斜 面 部 １ ６ ｂ は 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ が 被 せ ら
れ る 上 側 の 斜 面 部 １ ６ ｃ と そ れ よ り 下 側 の 斜 面 部 １ ６ ｄ を 有 し て い る 。 平 面 部 １ ６ ａ 及 び
傾 斜 面 部 １ ６ ｂ は 、 上 方 （ 図 １ 及 び 図 ３ の 上 方 ） か ら 見 て 略 半 月 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
主 カ ウ ン タ ウ エ イ １ ６ の 平 面 部 １ ６ ａ に は 、 幅 方 向 （ 図 ３ の 紙 面 に 垂 直 方 向 ） に 複 数 個 （
６ 個 ） の 凸 部 で あ る ね じ 孔 付 き の 円 柱 状 の ボ ス １ ６ ｅ が 備 え ら れ て い る 。 こ の ボ ス １ ６ ｅ
は 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ に 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ を 取 付 け る と き に も 用 い ら れ る と
と も に 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ を 機 体 フ レ ー ム ６ ａ に 取 付 け る と き に 主 カ ウ ン タ ウ エ イ
ト １ ６ を 吊 る た め の 吊 り 具 取 付 け に も 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ は 、 鋳 鉄 に よ り 一 体 に 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 平 面 部 １ ６ ａ
と 傾 斜 面 部 １ ６ ｂ の 略 上 半 分 の 傾 斜 部 １ ６ ｃ に 被 せ ら れ 、 か つ 被 せ た 状 態 に お い て 主 カ ウ
ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 後 端 部 の 旋 回 半 径 Ｒ を 規 定 す る 外 縁 線 Ｚ よ り も 内 方 に 位 置 付 け ら れ る
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ は 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６
の 平 面 部 １ ６ ａ 及 び 傾 斜 部 １ ６ ｃ に 沿 っ て 断 面 が 鉤 状 を 成 し 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 左
右 幅 の 略 一 杯 に 延 び る 基 部 １ ８ ａ を 有 し 、 さ ら に こ の 基 部 １ ８ ａ に 上 方 に 向 け て 立 設 さ れ
た 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 左 右 幅 方 向 の 左 右 及 び 中 央 に 位 置 し た ３ 個 の 支 柱 １ ８ ｂ 、
１ ８ ｂ 、 １ ８ ｂ と 、 こ れ ら の 支 柱 １ ８ ｂ に よ っ て 上 方 に 支 持 さ れ た 上 方 部 １ ８ ｃ を 備 え て
い る 。 こ の 上 方 部 １ ８ ｃ は 、 ３ 個 の 支 柱 １ ８ ｂ を 連 結 し て 基 部 １ ８ ａ が 延 び る 左 右 幅 方 向
に 水 平 に 翼 板 状 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
基 部 １ ８ ａ の 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 平 面 部 １ ６ ａ と 当 接 す る 部 分 に は 、 平 面 部 １ ６ ａ
に 備 え ら れ た ６ 個 の ボ ス １ ６ ｅ に そ れ ぞ れ 嵌 合 す る ６ 個 の 凹 部 で あ る 円 筒 凹 孔 １ ８ ｄ 、 及
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び そ れ に 貫 通 し た ボ ル ト 孔 １ ８ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ に 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ を 取 付 け る と き に は 、 主 と し て 図 ３ を
参 照 し て 説 明 す る と 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 上 端 の 平 面 部 １ ６ ａ の ボ ス １ ６ ｅ に 副 カ
ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ の 円 筒 凹 孔 １ ８ ｄ を 被 せ 嵌 合 さ せ 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 上 に 副
カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ を 位 置 決 め し て 仮 置 き し 、 ボ ス １ ６ ｅ の ね じ 孔 に ボ ル ト ２ ０ を 取 付
け て 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 述 し た と お り の 形 態 の 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ４ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ １ ） 重 量 ：
副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ は 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 平 面 部 １ ６ ａ 及 び 傾 斜 面 部 １ ６ ｂ
に 被 せ ら れ 、 か つ 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 左 右 幅 と 略 同 じ 幅 に 取 付 け ら れ る の で 、 主 カ
ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 後 端 で 規 定 さ れ る 機 体 の 旋 回 半 径 Ｒ 内 で 、 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６
に 対 し 大 幅 な 重 量 増 加 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ の 基 部 １ ８ ａ の 上 方
に 支 柱 １ ８ ｂ に よ り 支 持 し た 上 方 部 １ ８ ｃ を 形 成 す る こ と に よ っ て 重 量 を さ ら に 増 加 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ２ ） 後 方 視 界 ：
副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ の 基 部 １ ８ ａ は 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ か ら 上 方 に 高 く な ら な い
か ら 、 運 転 室 ８ の 後 窓 ８ ａ か ら の オ ペ レ ー タ の 後 方 視 界 を 妨 げ な い 。 さ ら に 、 副 カ ウ ン タ
ウ エ イ ト １ ８ の 上 方 に 支 柱 １ ８ ｂ に よ り 支 持 し た 上 方 部 １ ８ ｃ を 備 け て も 、 図 ２ に 示 す よ
う に 運 転 室 ８ の 後 窓 ８ ａ か ら の オ ペ レ ー タ の 後 方 視 界 は 、 基 部 １ ８ ａ 、 支 柱 １ ８ ｂ 、 及 び
上 方 部 １ ８ ｃ に よ っ て 形 成 さ れ る 開 口 を 通 し て 十 分 に 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ ３ ） 取 付 け ：
副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ の 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ へ の 取 付 け は 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １
８ を 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ６ の 上 に 、 凸 部 に 凹 部 １ ８ ｄ を 被 せ 嵌 合 さ せ 載 せ れ ば よ い の で
、 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 、 本 発 明 を 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 下 記 の よ う に 、 本 発 明 の 範 囲 内 に お い て さ ま ざ ま な 変 形 あ
る い は 修 正 が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ １ ） 支 柱 ：
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ の 上 方 部 １ ８ ｃ は ３ 個 の 支 柱 １ ８ ｂ に
よ っ て 支 持 さ れ て い る が 、 こ の 支 柱 １ ８ ｂ の 個 数 は 、 要 求 さ れ る 上 方 部 １ ８ ｃ の 大 き さ 、
ま た 後 方 視 界 な ど に よ っ て 、 １ 個 に 、 ２ 個 に あ る い は ４ 個 以 上 に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ２ ） 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト ：
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ は 鋳 物 に よ っ て 一 体 に 形 成 さ れ て い る
が 、 基 部 １ ８ ａ 、 支 柱 １ ８ ｂ 、 上 方 部 １ ８ ｃ を 別 体 に 形 成 し 、 溶 接 な ど に よ っ て 、 あ る い
は ボ ル ト な ど の 締 結 手 段 に よ っ て 一 体 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ３ ） 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト ：
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ は 基 部 １ ８ ａ の 上 に 支 柱 １ ８ ｂ 及 び 上
方 部 １ ８ ｃ を 備 え て い る が 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト １ ８ と し て 要 求 さ れ る 重 量 が 基 部 １ ８ ａ
の み で 十 分 で あ れ ば 、 設 け な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
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本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た 建 設 機 械 の カ ウ ン タ ウ エ イ ト に よ れ ば 、 機 体 に 標 準 的 に 設 置 さ
れ る カ ウ ン タ ウ エ イ ト に 対 し て 増 設 す る カ ウ ン タ ウ エ イ ト を 、 機 体 の 後 方 に 突 出 し な い よ
う に し 、 か つ オ ペ レ ー タ の 視 界 を 邪 魔 し な い よ う に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 っ て 構 成 さ れ た カ ウ ン タ ウ エ イ ト を 備 え た 建 設 機 械 で あ る 油 圧 シ ョ ベ
ル の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 油 圧 シ ョ ベ ル を 左 後 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト 及 び 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト の 部 分 を 、 副 カ ウ ン タ ウ エ イ
ト を 断 面 し て 示 し た 拡 大 図 。
【 符 号 の 説 明 】
２ ： 油 圧 シ ョ ベ ル （ 建 設 機 械 ）
６ ： 上 部 旋 回 体 （ 機 体 ）
１ ４ ： カ ウ ン タ ウ エ イ ト
１ ６ ： 主 カ ウ ン タ ウ エ イ ト
１ ６ ａ ： 平 面 部
１ ６ ｂ ： 傾 斜 面 部
１ ６ ｅ ： ボ ス （ 凸 部 ）
１ ８ ： 副 カ ウ ン タ ウ エ イ ト
１ ８ ａ ： 基 部
１ ８ ｂ ： 支 柱
１ ８ ｃ ： 上 方 部
１ ８ ｄ ： 円 筒 凹 孔 （ 凹 部 ）
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【 図 ３ 】
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